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「
小
脳
の
弔
昌
ご
愚
の
細
胞
」
、
「
視
覚
の
勺
昌
冨
敲
現
象
」
な

ど
、
神
経
解
剖
学
、
神
経
生
理
学
の
領
域
で
も
貝
ご
愚
の
名
を
知

ら
ぬ
者
は
な
い
。
神
経
生
理
学
者
の
道
を
歩
ん
で
い
た
彼
が
、
ど

の
よ
う
な
経
緯
か
ら
細
胞
形
態
学
に
関
心
を
抱
き
、
不
朽
の
業
續

を
残
し
た
の
か
、
ま
た
、
「
小
脳
勺
貝
ご
愚
細
胞
」
の
原
著
は
日
本

で
ど
の
程
度
読
ま
れ
た
の
か
。

演
者
は
、
一
九
八
二
年
初
め
て
チ
ェ
コ
を
訪
れ
た
折
に
、
そ
の

史
跡
を
調
べ
た
が
、
徒
労
に
帰
し
た
。
幸
い
、
一
九
九
五
年
以
降

に
、
若
干
の
資
料
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
こ
こ
に
紹
介
す

つ
（
》
Ｏ（

１
）
勺
昌
ご
急
の
生
涯

百
口
閃
く
四
眉
①
房
国
勺
昌
ご
愚
の
姓
名
は
文
献
上
さ
ま
ざ
ま
な

表
記
が
あ
る
。
こ
れ
は
出
生
届
が
ド
イ
ツ
式
に
な
さ
れ
た
た
め
で

吃
』
閏
］
固
く
臼
侭
の
房
冨
も
巨
鼻
昌
晟
の

生
涯
と
業
績

高
橋

昭

あ
る
。
勺
員
ご
愚
の
姓
は
、
日
本
で
は
「
プ
ル
キ
ン
エ
」
と
記
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
チ
ェ
コ
で
は
「
プ
ル
キ
ニ
ェ
」
ま
た
は
「
プ

ル
キ
ン
ニ
ェ
」
に
近
く
発
音
さ
れ
る
。

彼
は
一
七
八
七
年
一
二
月
一
七
日
に
ボ
ヘ
ミ
ア
の
小
都
市

巨
ｇ
ｏ
ぎ
く
旨
①
で
出
生
、
旨
○
国
ぐ
国
の
国
四
目
里
神
学
校
を
経

て
、
プ
ラ
ハ
の
カ
レ
ル
大
学
哲
学
科
と
医
学
部
に
進
み
、
一
八
一

九
年
に
「
自
覚
的
観
点
か
ら
見
た
光
覚
に
関
す
る
知
見
へ
の
寄
与
」

の
学
位
論
文
に
よ
り
学
位
を
授
与
さ
れ
、
一
八
二
七
年
印
の
の
毎
口

（
現
毒
局
。
の
両
葛
）
大
学
生
理
学
教
授
、
一
八
五
○
年
カ
レ
ル
大
学
生

理
学
教
授
に
就
任
し
た
。
一
八
六
七
年
七
月
二
八
日
死
亡
す
る
ま

で
学
問
の
み
な
ら
ず
、
文
化
、
政
治
面
で
広
く
活
躍
し
た
。

（
２
）
プ
ラ
ハ
大
学
、
面
昌
ご
愚
の
墓
な
ど

カ
レ
ル
大
学
は
ボ
ヘ
ミ
ア
王
国
の
カ
レ
ル
王
（
二
一
二
六
’
一
三

七
八
）
が
一
三
四
八
年
に
弔
胃
耐
大
学
を
規
範
と
し
て
創
立
さ
れ

た
。
イ
タ
リ
ア
の
国
ｇ
ｏ
四
国
大
学
な
ど
と
と
も
に
も
っ
と
も
歴
史

の
あ
る
大
学
で
あ
る
。
一
六
五
四
年
に
四
学
部
と
な
り
、
一
己
己
ぐ
①
Ｈ
‐

里
冨
の
。
冑
○
さ
關
己
旨
、
且
①
煙
）
）
と
改
称
、
ラ
テ
ン
語
を
主
体
と
す

る
教
育
が
行
な
わ
れ
た
。
一
八
四
八
年
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
革
命
の
年
か

ら
ド
イ
ツ
語
系
の
大
学
と
チ
ェ
コ
語
系
の
大
学
に
二
分
さ
れ
、
一
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九
五
○
年
の
共
産
主
義
下
の
改
革
、
一
九
六
八
年
の
弓
国
富
の

春
」
の
抵
抗
運
動
な
ど
を
経
て
、
現
在
は
一
六
学
部
か
ら
成
る
中

欧
で
の
最
大
規
模
の
大
学
で
あ
る
。

勺
昌
辱
晟
が
教
授
を
勤
め
た
医
学
部
生
理
学
研
究
所

甸
昌
凰
○
さ
四
の
穴
『
ロ
の
画
く
』
円
価
丙
禺
⑳
翫
甸
“
辰
巳
国
〕
口
昌
ぐ
①
同
一
国

肉
ｍ
１
Ｏ
ぐ
四
（
料
鹸
冒
の
昏
具
の
９
℃
ど
の
巨
○
圏
昌
蜀
國
呂
ご
旦
冨
①
島
‐

の
旨
⑦
〉
９
画
１
①
の
ご
己
ぐ
①
国
ｇ
は
く
鼠
①
胃
且
丘
陵
の
北
、
ヨ
国
ぐ
画

河
の
右
岸
、
と
席
『
８
ぐ
切
皀
腿
三
↓
卑
四
富
国
に
あ
る
。
弔
昌
辱
晟

の
研
究
室
は
勺
昌
ご
ｇ
く
ど
の
国
ぐ
の
名
を
も
つ
四
階
建
の
独
立

棟
で
、
正
面
玄
関
ロ
ビ
ー
の
壁
面
に
歴
代
教
授
の
系
譜
と
、
勺
貝
‐

ご
愚
の
大
き
な
肖
像
画
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
教
授
室
に
は
、

勺
昌
匂
敲
の
別
の
肖
像
画
と
、
チ
ェ
コ
語
で
書
か
れ
た
も
貝
ご
愚

の
筬
言
が
掲
示
さ
れ
て
い
る
。

勺
昌
ご
愚
の
墓
所
は
、
大
学
生
理
学
研
究
所
の
南
に
隣
接
す
る

ぐ
蔵
①
胃
且
の
丘
、
か
っ
て
の
古
城
の
杜
に
作
ら
れ
た
墓
地
に
あ

る
。
勺
ご
両
肉
昌
ｚ
両
鋳
弓
雪
十
屋
宅
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

（
３
）
毛
胃
ご
愚
の
神
経
解
剖
学
的
業
績

生
理
学
者
の
道
を
歩
い
て
い
た
も
貝
ご
愚
が
、
神
経
解
剖
学
へ

の
研
究
に
没
頭
し
た
の
は
一
八
二
○
’
一
八
三
○
年
代
の
約
十
五

年
間
で
あ
る
。
こ
の
頃
、
彼
は
高
性
能
の
顕
微
鏡
を
入
手
し
、
彼

の
周
辺
に
、
末
梢
神
経
線
維
が
管
状
構
造
を
有
す
る
こ
と
を
記
載

し
た
ロ
具
３
８
①
三
一
八
二
四
）
、
脊
髄
後
根
神
経
節
お
よ
び
交
感
神

経
節
の
神
経
細
胞
を
記
載
し
、
ま
た
無
髄
と
有
髄
と
に
末
梢
神
経

を
分
離
し
た
両
胃
①
号
①
侭
（
一
八
三
六
）
、
植
物
の
細
胞
学
を
樹
立

し
た
呼
匡
①
昼
①
目
（
一
八
三
八
）
、
動
植
物
の
細
胞
学
に
偉
大
な
貢
献

を
し
た
の
ｇ
雪
巴
目
（
一
八
三
九
）
な
ど
の
業
績
が
続
々
と
発
表
さ
れ

た
時
代
に
当
た
っ
て
い
た
た
め
か
と
考
え
ら
れ
る
。

勺
匡
崗
ご
愚
は
一
八
三
七
年
に
卑
鼬
目
で
開
催
さ
れ
た
「
ぐ
①
門
‐

の
鼬
日
旦
巨
属
国
の
貝
の
島
国
ｚ
四
目
臥
○
勗
呂
閏
匡
且
シ
①
同
討
」
で
中

枢
神
経
組
織
の
細
胞
形
態
に
つ
い
て
九
月
二
三
日
に
講
演
し
た
。

こ
の
内
容
は
、
翌
一
八
三
八
年
に
印
画
園
で
発
行
さ
れ
た
田
①
早

の
胃
号
田
島
①
ぐ
①
厨
四
目
日
冒
己
、
ロ
①
言
の
ｇ
①
胃
‐
ｚ
翼
昌
さ
勗
呂
①
吋

巨
且
醇
①
昌
扁
」
に
掲
載
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
「
管
状
構
造
を
も

つ
単
一
神
経
線
維
」
、
「
脳
動
脈
へ
の
交
感
神
経
線
維
」
、
「
脈
絡
叢

の
組
織
像
」
、
「
小
脳
皮
質
神
経
細
胞
（
Ⅱ
國
局
ご
品
細
胞
こ
、
「
澱

粉
穎
粒
様
細
胞
（
ア
ミ
ロ
イ
ド
小
体
匡
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
歴
史
に

残
る
業
績
で
あ
る
。

（
公
立
学
校
共
済
組
合
東
海
中
央
病
院
）


